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シングルピクセルイメージングを高精細化させるための手法として、１次元アダマール変換を用

いたシングルピクセルイメージングが提案されている 1)。この手法は、計測系の特性により、再

構成画像の画質が測定対象に対して劣化することが課題として挙げられる。 

本研究では、劣化を補償するための手法として、超解像技術の一つである Iterative Back 

Projection(IBP)法 2)を用いた手法を検討している。IBP 法では、劣化過程の逆過程を用いた反復処

理により、高解像度化を図る。IBP 法を用いて様々な画像に対し検証を行った結果、画像の信号

回復の方法として効果的であることが確認できた。しかし、特定の周波数帯に対しては信号回復

の効果が低い。そこで、従来手法では復元が難しい周波数を含んだ劣化画像に対して、有効であ

る手法について検討している。従来手法の性能を評価するために様々な周波数の正弦波チャート

に対して検証を行った。その結果、周波数の違いによって最適な更新回数が大きく異なることが

確認できた。特に、復元が難しい周波数帯に対しては多くの更新回数が必要である。新たに、周

波数領域毎に異なる更新回数を設定することで信号回復を試みている。検証結果を Fig.1に示す。

Fig.1(c),(d)を見ると、新たな試みにより、再構成画像に改善が見られることがわかる。 
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Fig1. Results of image restoration. (a) An original image, (b) the blurred image,  

(c) the result with the conventional IBP, (d) and that with the studied procedure. 
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